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一 般 質 問 通 告 書 

 

                             令和 ８年 ５月 １日 

 

議 会 議 長  様 

 

                          議席番号    ６     番  

 

議員氏名 栗 原 偉 憲   

 

質 問 事 項  質 問 要 旨 指定答弁者 

１．町長 1期目の

まちづくりに 

関しての成果を

問う 

窪田町長は、「新しい杉戸への挑戦」というスローガン

を掲げていますが、令和８年８月をもって、窪田町政の 

１期４年間が終了します。昨年度においては、自治会や集

会所等にて、頻繁に町政報告会を開催し、４つの優先政策

及び今すぐやるべき９つの課題に対して、町長自身で語ら

れたことを確認しています。そこで以下伺います。 

（１）１期目の公約等について、町政報告会での参加者か

らの評価は。また、具体的にどのような意見及び要望

を受け、どのように対応したのか。 

（２）窪田町長公式ホームページの刷新において驚いた  

のが、「この町を動かす責任がある」というスローガ

ンである。この４年間公約に関して進展がないのに 

今後何をどのように動かすのかを問う。 

（３） ホームページに掲載されている所信の一端におい

て「杉戸町に暮らすすべての方が、この町で安心して 

生活し、将来に希望を持てる環境を整えることを目標

としています。その実現のためには、必要に応じて 

既存の制度や運用を見直し、より実効性の高い仕組み

へと再構築していく決断が求められます。」と述べて

いる。 

具体的には、どのような意見があり、どの制度や 

運用を見直す決断をするのか。 

町長 
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（４）４つの優先政策の最重要公約である「下野久喜線」

の整備については、先の久喜市長選挙において首長が

交代してしまったが、今後どのように進めていこうと

考えているのか。 

また、この４年間で当該事業へ費やした多額の調査

費用とさまざまな方面からの意見を聞き入れずに、突

き進んでしまった結果の責任を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


